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鮑｀　1日lの講義の後4懇親会があり､吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｀

r岡二1111加者皆様と親睦を深めつつ､大変楽しい糾問を袴つことができました．５

べ言裂言言訳、－｀'　㎜皿yly演
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　11肖21日（｡日3、、鵬北睡重傷セｌ中－の２１圖です。

　この日は、礁暗闇悠の分射に加え池帰艦をご義膜いただきました。

　『吉難売生』ま。轍ｉるのが上●いなあ」１いう感想を鈍った受�者も●か-3たのでjまない

でしょうか。噛捨。血むい一冊Ｓの中で受講することができまＬた。

　池圖先生、ＩＩ閤大塵お朧謳|こなIりまt.た。お塵れ|ごなられたことと慰います。あｌが

と弓ございまＬた、　　　　　　　　　　　　l支齢のF闘eSzlより】
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害圖をSナーに･匍1しf

野原実曙

　吉岡変ｔに初め-rお会いしたのは.、昨年の余沢で隠僑さj･したカ･rロ腱孚医学会･eの論文

苑衰＆さj1たききです．その発表を�いて嵯箔整然とおIliをされ．わかり.やすく菊陽関節

に一対LIC強いーい入れを将･､5てるかただなと感こ．一度セｉ｀｣'一をやりていた.だi･ﾅないか

なと思りていま1.た..そこでｔ瞳・ｉｆ一をやる;こあたｌ．講師のλ逢で凛椙光生に｜占'

�吻ｔどうでtj･ね|とお願いしたところ廟植甕生のごIR力のおかljlで舎|圖唖戈り一一開催

の運びとなり大変うれしく息しヽました．

とて1､よくまとま、でお9、1ｺかりやす（SI馴､なんとか

と套技も体映さ

＆
'
a
r
＆
'
f
f
i
r
i
'
＆
'
＆
.
'
＆
'
^
＆
'
4
4
r
r
r
＆
'
a
r
&
r
＆
4
r
＆
4
"
＆
￥
￥
￥
‘
s
4
n
s
r

Ｓ
４
４
‘
&
４
４
４
^
&
７

糎解することができました。そして私が仙腰関節にたいして袴-7・いた吃入仮や固定甕念

そして、関渫･5た考え方をL･Cいたことに気付かされました。

　私個人の考えですが、仙吸関節を制1る咎は屡瑞治療を刑すと思っており、今回の振放

で理論と実技を身につ行たことで、懐が深くなり腰痛治療の幅がひろがりました。今後さ

らに切磋吸贋レC L.で治療に自侭を狩ってーみたいと思います。

●j●兪儒

　吉岡先●き蛤めてjS尭いしたのは.iﾛ闇￥９ｊｄこ京右で麗醤きれた．|麹謳」のテー-rで

の1’一一一廓棚書で¶.た.

　以前から仙●麗諮を姻ITEするこきにより�痛だljでなく、きまぎ血な疸畝にりいて1､改

豚する乙1SIできること|こ大麦－睡があり.s’

せていただいたと匍憧しています。

　今回．弛一生を譜師としてお棺きできて一番塞んだのljtだと思います．

　牝降セミナーで仙揚�節にりいて、Q債節の佃看の●澱1イメージse左右の置垢面4り相

対する動きａ軸足と哨捨足によ･5で嗜慾箇sこ掛かる●俯ａ方向挫ｉど．以j=の事柄を考・

緋ぴ付けていくことにJこり．これからめ拾痩め縮が鳶がるlっでlt＆いかと思います．

今まで、勅議‐鯵の治療で．麗疸が改善ｔるほずが、良くならilい原図が分かりたような

気がＬまず．これi･らも、理論と寞瞳･を鮪びりけで力にLIでいきたい･eす．

へ べ~

,｡ゴｒ７７‘･と応･l●1;●･●･
にΞlやi晦

　・　　　　　　｡11･W･
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　吉岡驚生と政えii何といりても仙届関節の研究で有名ですが､今回の講一の題目i､仙腸関

節諭(野鴎ヽ分析～矯正法)、１日日はほとんどが座学で、先生が考えるi｣|瞳開拓の理－や

訃識など、２９引よ半拐|｢－や矯ま法など、先生の鳶単の仙嗚時節研究に対しでの現終点での

総決算のような内容で､仙腸隠節一つの時前にこれだけ話す寥があるのかと言うほど、ポリ

ー－ムのある内容でしたが、話も剱りやすく、納得でき６同志ばかりで、仙蜀関節をより理

解する事ができました｡

　今回のセミナー資料を何度を､哨み返して白身の治療に役立て､取り入九られるようにもり

と勉強したいと思います、

申討論　　　　　ﾖ’-tぱらＬかった仙圈関罰遡鶴」

　今|圃．審圈壹坐のセミナーを受講し一一r、仙陽関節|こ対する新Ｌい気付き・旨朧一角え勿

を乍ぶことがで酋、Ｓ加al療で良か、たと思いｉｔ。

　特lこ軸足と良き足め贈儡にりいては、噛い閤心を柿りていｉＬたので．「樋尨・刹自足

の特徴11恂別法j「スポーツｌ岫廼と利き廻jl歩行における飴尨と利き尨が仙塞廟隻

、屡仙晶l●に４免るＳきと緊化jなど、興喩牒く、将るものが疹か･9たでｔ．

次に、 仙骨側－となりていること．仙●as鮪の皿1
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が一転-勤であるとするなら、荷重支杵は叫支持ではなく点の移励であり、ぷ吠惑ａ加１

を受けながら鮪（蜀鮪であるということ．そして、参省略の仙骨のらなず右還岫と一右・

がり彊勤のｊ力＝ズ､ムにりいても握勉することぷ出泰ました．廊打機能とは、左右下肢●ヽ

の荷童極廻の灰復であり.1軸足－利き足－翰足-4刺右足…11なりｌｔ。そして、その

艶作４に、仙噪関節･でi1 1うなずき一申開催一一き上､がり一中齢倣-･･』．●仙関節では

･リX賢一.町町･り!､弗沸汽気･1汽陶原･X句原町町町靫沸沸聊、
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